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研究成果の概要（和文）：１８カ月に渡って、３名の新任中学校英語教師を対象に研究を行った。これらの教師
がどのようにコミュニカティブ・ランゲージ・ティーチングを実践してきたかを調査した。まず、これらの教師
の成長を記録するために、授業の動画とインタビューの記録を使った新しい質的研究方法を開発した。次に、
CHAT (活動理論）を使って教員成長の説明をした。最後に、日本の英語教師を対象にした初めてのLinguistic 
Ethnography (言語記述人種学、以下「LE」と言う）を行った。この研究の全体の成果は、外国語教師の教え方
に影響する要因を特定するための研究方法と理論の応用が出来たことである。

研究成果の概要（英文）：This project investigated three novice English teachers over the span of 18 
months. It focused on how these teachers' "communicative language teaching" changed over this 
period. This research had the following three characteristics. First, a novel methodology using 
classroom video data and interview transcripts was developed to record the teachers' development. 
Second, this study used Cultural Historical Activity theory to explain the nature of the teachers' 
development. Third, this was the first "Linguistic Ethnography," hereafter LE, of English teachers 
in Japan. Through the usage of discourse analysis tools employed in LE, student and teacher 
discourse which either contributed to a classroom environment conducive to conducting CLT or made 
the environment inconducive to CLT  were identified. The overarching achievement of this research 
was that a valid research methodology was developed to identify factors which impact a foreign 
language teacher's instruction. 

研究分野： foreign language teacher development
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1. 研究開始当初の背景 

日本ではコミュニカティブな教授法が

1980 年代から中学校のカリキュラムにおい

て試行されている。一般的にはそのままコミ

ュニカティブな教授法（以下 CLT）のような

教授法を実行しても、うまくいかないと思わ

れている。そのため、教員たちは 自分の環

境にあった教授法を開発して、生徒のコミュ

ニケーション能力を向上させるアクティビ

ティーやテクニックを授業に採り入れなく

てはならないのである。若い世代の教員がこ

ういった教授法を実践していく力を育てて

いくことが必要だ。 

 

2. 研究の目的 

本研究では新任の教師がどのように自分

にあった CLT を開発したのか調査した。教員

が CLT を実践するにあたり、どのような問題

に直面するのか、どうやってそれを解決し、

自分の教育実践を変えていくのか、また教員

が CLT を実践するにあたり、どのような省察

的実践が役立つのかを明らかにすることを

試みた。本研究の成果は教員養成に関わる教

育者や実習生などの役に立つ。なぜなら新任

教員が CLT を実践するにあたり、直面する可

能性のある問題を理解することができるか

らだ。また、教材開発からの面から考えても、

文科省認定の教科書がどのようにCLTの実践

に使われているのか知ることができる。 

 

3. 研究の方法 

18 ヵ月にわたり、3人の教員が教職 1年目

にこの研究に参加した。その間 50 の授業が

観察され、録画された。Transana を使用し、

授業の観察記録とビデオを統合した。CLT を

実践するにあたり直面する課題と、教師の典

型的な教育実践を象徴する授業内での出来

事が特定された。またそれにつけくわえて、

授業のあとに聞き取りが 36 回行われた。聞

き取りは書き起こして、NVivo でコード化さ

れた。聞き取りの中で話題に上がった問題は

授業の中でも見られたものであった。 

調査方法は言語学とエスノグラフィーの

両方の研究方法を使う言語学的エスノグラ

フィーであった。エスノグラフィーの方法は

社会的状況を理解するのに役立つ。このケー

スでは新任教員の視点から日本の中学校で

CLT を実践することを意味する。言語学研究

の手法である談話分析により研究者は、研究

参加者がどのように社会的プロセスを再現

するのかを理解することができる。その社会

的プロセスとは、通常の教育であったり、実

際の教育環境に応じた（この場合その環境に

あった CLT）新しい社会的プロセスを創りだ

すことだったりする。 

 

４. 研究成果 

 本研究から得られた知見が全て出版され

たら、英語教育界において以下の貢献になる。 

 まず、本研究は CLT を推奨する教育政策が

ローカルなレベルでどのように実践され、解

釈されているかという面で詳細なる全体像

を提供できる。人間活動理論（CHAT）を適用

すると、CLT を実践する際にそれを促進する

要因や阻害する環境的要因を特定する考え

方が得られる。 

 第 2に本研究は省察的実践研究の実用的な

モデルとなる。つまり、省察的実践では、問

題を特定して、その問題に対処し、解決する

というプロセスが単純に一直線上に進むと

いうわけではないのだ。 

 教員たちにとって、問題があったときにシ

ステマティックに問題の調査を行うことは

大きな負担となるので、複雑な問題は解決さ

れないかもしれない。しかし、常に CLT 実践

に伴う問題を分析し、その問題の理解に努め

るのは教員の資質向上に寄与することであ

る。 

第 3に本研究では、スピーチや、暗記、ダ

イアローグの実演などが、大多数の教員や生



徒が喜んで行うCLTの練習であるということ

を明らかにした。また、逆に敬遠されている

のは、その場で即興的に行う英語コミュニケ

ーションである。 

第 4に本プロジェクトでは日本での CLT実

践を研究する新しい領域、理論、手法を紹介

した。これまで日本の教員を対象に行われた

言語学的エスノグラフィーはなかった。理論

的にも CHAT を使って CLT がローカルレベル

でどのように実践されているか説明してい

るものもほとんどない。研究手法としては、

Transana や NVivo を使い、有効かつ信用でき

る方法で、CLT を実践するにあたり直面する

課題を特定し、調査した。 
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